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トヨタ工業学園を農業実習で受け入れ 
 

9 月 7 日から 10 日までの 4 日間にわたり、トヨタ工業学園専門部生 130 余名がオイスカで農業実習を体験しました。学

園専門部は、工業高校を卒業した青年が全国から集まり、１年弱の寮生活をしながら、トヨタの技能習得並びに心身の鍛錬

を目的にトヨタ自動車が運営している学園です。オイスカ農場では、ジャガイモの植え付け、キャベツの定植、ネギの土寄

せ、桃畑の片付けなどを体験。お互いに声を掛け合い、きびきびとした動きで作業は進みました。終礼では学園生から「農

業の大変さにびっくりした」「生産者・流通販売業者、両親に感謝して食事をとりたい」などの感想が発表されました。オイスカ

研修生にとっても刺激になる大変充実した 4 日間の研修となりました。 

                                              小杉 裕一郎（筆） 
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オ
イ
ス
カ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 

農
業
用
水
｛
夢
の
実
現
｝ 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央
乾
燥
地
帯
に
、
オ
イ
ス
カ
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
雨
が
少
な
く
、
土
地
が
や
せ
て
い
る
う
え

に
、
現
在
も
中
央
乾
燥
地
帯
に
ほ
と
ん
ど
灌
漑
が
行
き
届
い
て

お
ら
ず
、
貧
困
農
村
の
多
い
地
帯
で
す
。 

 
 

今
か
ら
２
０
年
前
、
長
野
県
出
身
の
岡
村
団
長
は
、
イ
ラ
ワ

ジ
川
支
流
か
ら
、
水
を
引
く
こ
と
を
決
意
し
て
、
５
㎞
の
間
に

１
・
５
ｍ
幅
の
農
業
水
路
を
手
作
業
で
掘
り
始
め
ま
し
た
。
イ

ラ
ワ
ジ
川
の
支
流
か
ら
研
修
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
イ
ェ
サ
ジ
ョ

ま
で
、
導
水
路
を
引
く
た
め
の
ル
ー
ト
を
選
び
水
路
建
設
を
計

画
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
、
現
地
の
測
量
の
専
門
家
の
三
祐

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
さ
ん
が
御
協
力
い
た
だ
き
、
工
事
に
か
か
り

ま
し
た
。
や
っ
と
出
来
上
が
っ
た
時
、
雨
期
に
な
り
毎
年
の
よ

う
に
同
じ
場
所
が
洪
水
被
害
に
あ
う
よ
う
に
な
り
用
水
は
決

壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
決
壊
場
所
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
岡
村
団
長
は
、
洪
水
被
害
の
あ
る
場
所
の
下
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
を
し
て
、
水
を
通
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

サ
イ
フ
ォ
ン
式
の
水
路
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
研
修
セ
ン
タ

ー
の
４
㏊
の
水
田
に
水
を
引
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
水

路
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
長
野
県
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
会
の
皆
さ
ん

を
始
め
と
す
る
資
金
協
力
者
が
あ
り
ま
し
た
。
名
古
屋
東
南
ロ

ー
タ
リ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 
 

現
地
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
、「
オ
イ
ス
カ
ラ
イ
ス
」
と
言
わ
れ
て
い

る
お
米
は
、
日
本
米
と
自
然
交
配
し
た
品
種
で
、
収
穫
量
が
多

く
味
も
良
い
と
評
判
の
お
米
で
す
。
ま
た
「
オ
イ
ス
カ
ラ
イ
ス
」

は
、
も
み
付
き
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
全
国
平
均
反
収
４
俵
の
と
こ

ろ
、
反
収
８
俵
の
好
収
穫
の
お
米
で
す
。 

 
 

 
 

オ
イ
ス
カ
愛
知
県
支
部
事
務
局
長 

 

村
松 

明 

 

 



 

 

                             

                             

                             

                             

白
龍
産
業
㈱
技
能
実
習
生
修
了
式 

 
９
月
１
９
日
（
土
）
白
龍
産
業
㈱
技
能
実
習
生
ジ
ェ
ル
マ
ー
ル
、

マ
ー
ク
の
修
了
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

２
人
は
３
年
間
、
碧
南
市
に
あ
る
白
龍
産
業
株
式
会
社
で
実
習

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
実
習
中
は
仕
事
に
対
す
る
心
が
け
や
マ

ナ
ー
を
始
め
、
鋳
造
の
技
術
な
ど
を
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

３
年
間
２
人
を
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
、
白
龍
産
業
㈱
の
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ジ
ェ
ル
マ
ー
ル
は
帰
国
す
る
際
に
、
３
年
間
コ
ツ
コ
ツ
貯
め
た

お
金
を
オ
イ
ス
カ
に
寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
！ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
村 
仁
美
（
筆
） 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

                     研修生ＯＢ その後の活動 
ロナルド・マクドナルド（ロン） フィジー 農業指導員研修 ２０１９年４月帰国 

 

皆さんお元気ですか？ 

現在研修スタッフとして勤務していますが、オイスカフィジーでは新型コロナの影響により研修が開始できてい

ません。しかし私たちは生活していかなければなりません。 

 古代、人類は農業から生産生活を始めました。農業とは太陽、月、そして地球の大気の複合エネルギーから生

産される食糧や果物を生み出す産業です。人間生活の基本である食物、衣類、住居を提供します。すなわち農業

は産業の概念を超えたものであり国の根幹を担うものだと考えます。 

 将来、世界が進むべき道を選択する上で、情報はますます重要な役割を果たすでしょう。そのため、正確で有

用な情報を受け取り、それに基づいて迅速に意思決定を行うことがより重要になります。私たちにとって大切な

ものは何でしょうか？ 

 日本での 2 年間は私に多くのことを教えてくれました。リーダーシップスキル、時間管理、スピーチ能力など

が向上しました。世界を通して平和と自然の平和を提唱するオイスカインターナショナルのビジョンと使命に共

感します。 

母なる大地を愛することを教えてくれたオイスカの会員のこころとその勤勉な精神に感謝したいと思います。

オイスカのスタッフと家族、友人達のおかげで忘れられない経験を得ることができました。それを後輩たちに伝

えたいと思います。   LOVE GREEN ALWAYS 

 

 

     

レタス苗床 耕作手段 堆肥 養蜂始めました 



 

 

                             

                             

                             

                          
 

   

 

 

 

 

        

 

 

        

1 0 月 研 修 生 の 活 動 筑 田 明 生 （ 筆 ） 

フォレスタヒルズ様よりご招待頂き、流れるプー

ルで遊んできました。 

 

南知多内海海岸へ BBQ に行きました。混雑する

時期を避けたので海水浴は出来ませんでした

が、楽しい思い出が出来ました。 

 

白菜の定植。年末年始に向けて 2,000 株植えます。 

 

ニンニクの植付け。今年は 50 ㎏植えました。 

 

 

小礒職員退職 
 

２０２０年８月 

３１日付でオイス 

カを退職しました。 

在職中は公私にわ 

たり大変お世話に 

なりました。１歳 

になる息子さんの 

パパである小礒君 

は職場を離れもう一度訓練を受け

てから、新しい場所での活躍を目

指します。オイスカの会員となっ

てサポートも続けてくれることに

なっています。頑張ってくださ

い！ 

     宗像 ジュイエ（筆） 

      国際ボランティアノイさん修了式 
８月１１日（火）国際ボラン

ティアとして 2 年間中部日本

研修センターで研修を受けた

ノイ（マレーシア）の修了式が

執り行われました。 

コロナウイルス感染拡大防止 

の為、スタッフとボランティ 

アの先生数名での修了式とな 

りました。帰国後のアクションプランと 2 年間の研修を振り返りスピー

チをしました。「帰国後は、父の会社をサポートします。私はいろいろ日

本の生活を学びましたが時間を守る事が一番大事だと思います。そして、

【ほう・れん・そう】という、報告(ほうこく)、連絡(れんらく)、相談(そ

うだん) それも日本の習慣です。父の会社でぜひ日本の仕事のやり方を

活かしたいと思います」と話しました。 

ノイさんをご指導くださいました、ボランティアの先生方、ホームス

テイのご家族の皆様、お世話になりました。 

中村仁美（筆） 

 

 

 



 

 

                             

                             

                             

    
 

  
 

 

        
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

オイスカ卵の販売 

 
・遺伝子組み換えでない 

トウモロコシを餌に使用 

・平飼いの鶏から産まれた 

新鮮たまごをお届けします 

 

6個入りパック   240円 

10個入りパック   400円 
 

田
中
由
佳
里
（
名
古
屋
市
） 

長
谷
川
宏
子
（
江
南
市
） 

杉
浦
房
市
（
高
浜
市
） 

五
島
茂
樹
（
犬
山
市
） 

太
田
宗
一
郎
（
刈
谷
市
） 

わ
た
な
べ 

ピ
ア
ノ
教
室
（
三
重
県
川
越
町
） 

長
谷
川
幸
一
（
丹
羽
郡
扶
桑
町
） 

近
藤
將
喬
（
豊
田
市
） 

神
野
重
行
（
名
古
屋
市
） 

株
式
会
社 

伊
藤
機
工
商
会
（
小
牧
市
） 

清
水
孝
紀
（
豊
田
市
） 

鬼
頭
絹
江
（
安
城
市
） 

株
式
会
社 

ク
ラ
チ
ス
タ
ヂ
オ
（
豊
田
市
） 

佐
藤
美
枝
子
（
豊
田
市
） 

久
代
利
通
（
岡
崎
市
） 

 

寄
付
品 

松
石
裕
就(

名
古
屋
市) 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム(

豊
田
市) 

信
濃
屋
豆
腐
店(

豊
田
市) 

フ
ォ
レ
ス
タ
ヒ
ル
ズ(

豊
田
市) 

高
橋
文
子(

岐
阜
県
高
山
市) 

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

ク
ロ
ノ
種
苗(

西
尾
市) 

葵
真
弓(

豊
田
市) 

中
王
食
肉
株
式
会
社(

刈
谷
市) 

刈
谷
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー

(

刈
谷
市) 

浅
岡
敏
雄(

碧
南
市
） 

水
野
カ
ナ
エ(

豊
田
市) 

佐
藤
美
智
代(

豊
田
市) 

鈴
木
康
予(
豊
田
市) 

加
藤
英
行(
豊
田
市) 

酒
向
淳
治(

豊
田
市) 

小
杉
裕
一
郎(

豊
田
市) 

村
松
明(

西
尾
市) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

  

近
藤 

透
、
原 

欣
伸
、
山
本
恵
造
、
株
式
会

社 

い
ず
み
、
明
日
の
愛
知
を
創
る
会
、
丹
羽

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
株
式
会
社 

防
災
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
佐
藤
信
治 

西
尾
（
３
０
／
４
２
）
株
式
会
社 

豊
和
、
田

中 

脩 

半
田
（
１
７
／
２
６
）
籾
山 

正
子
、
株
式
会

社 

チ
ェ
リ
ー
半
田
販
売 

碧
南
高
浜
（
５
０
／
５
７
）
岩
月 

裕 

み
よ
し
（
５
０
／
５
５
）
佐
藤
朝
生
、
塚
本

隆
敏
、
有
限
会
社 

出
原
新
聞
店
、
河
合
利
彦
、

近
藤
公
治 

セ
ン
タ
ー
（
１
６
／
４
４
）
久
代
利
通
、
根

本
幸
典
、
有
限
会
社 

大
侑
、
内
藤
欣
憲 

三
重
（
２
０
／
２
５
）
中
村
久
雄 

 

更
新
会
員
名
簿
（
５
８
４
／
８
２
７
） 

岡
崎
（
１
３
／
３
１
）
合
資
会
社 

新
生
社
、

朝
日
工
業 

株
式
会
社
、
六
ツ
美
養
鶏
加
工
協

同
組
合
、
小
原
建
設 

株
式
会
社
、
オ
カ
ザ
キ

製
パ
ン 

株
式
会
社
、
あ
い
ち
三
河
農
業
協
同

組
合
、
酒
井
英
二
、
中
根
義
高
、
岡
崎
商
工
会

議
所
、
内
田
康
宏
、
幸
田
町
長 

尾
張
一
宮
（
３
／
６
）
後
藤
笑
子
、
中
部
政
治

経
済
会
議 

蒲
郡
（
２
／
９
）
株
式
会
社 
小
田
電
設
、
蒲

郡
信
用
金
庫 

刈
谷
（
２
９
／
４
２
）
刈
谷
ス
プ
レ
ー
工
業 

有
限
会
社 

豊
田
（
１
９
０
／
２
５
１
）
小
島
和
平
、
小
嶋

則
志
、
株
式
会
社 

川
平
屋
、
鈴
木
哲
夫
、
坂

元
正
弘
、
早
川
内
科
医
院
、
黒
柳
喜
恒
、
岩
男

ひ
ろ
子
、
中
神
千
治
、
株
式
会
社 

コ
バ
ッ
ク
、

深
津
貴
子
、
株
式
会
社 

長
坂
建
築
設
計
室
、

西
野
理
子
、
あ
ず
き
庵
、
石
川
要
一
、
有
限
会

社 

豊
和
事
務
機
、
石
川
哲
雄
、
福
田
明
弘
、

神
谷
典
之
、
髙
木
禎
宜
、
コ
ン
ド
ー
産
業 

株

式
会
社
、
カ
ト
レ
ア
ビ
ル
、
小
礒
雅
章
、
下
田

竜
馬
、
岡
田
耕
一
、
笠
井
保
弘
、
原
田
写
真
館
、

葵 

真
弓 

名
古
屋
（
３
７
／
６
０
）
株
式
会
社 

中
日
新

聞
社
、
ブ
ラ
ザ
ー
工
業 

株
式
会
社
、
株
式
会

社 

ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
、
中
部
電
力 

株
式
会
社
、

東
邦
ガ
ス 

株
式
会
社
、
日
本
ガ
イ
シ 

株
式

会
社
、
有
限
会
社 

平
下
商
会 

名
古
屋
北
（
１
３
／
１
２
）
株
式
会
社 

ハ
イ

パ
ー
ブ
レ
イ
ン
、
金
児
庸
一
、
株
式
会
社 

シ

バ
タ
、
税
理
士
法
人 

タ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
井
ノ
上
由
貴
男
、
株
式
会
社 

ア
ク
ア
テ

ッ
ク
、
株
式
会
社 

田
中
装
具
店
、
株
式
会
社 

藤
田
美
装 

丹
羽
（
４
０
／
６
２
）
江
戸 

満
、
名
古
屋
実

業 

株
式
会
社
、
有
限
会
社 

大
森
新
聞
店
、 

 

新
入
会
員
（個
人
） 

永
谷
俊
幸
（
西
尾
市
） 

 

大
侑
（
長
久
手
市
） 

 

ベ
ル
マ
ー
ク 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム(

豊
田
市) 

刈
谷
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー(

刈

谷
市) 

 

新
入
会
員
（法
人
） 

有
限
会
社 
大
侑
（
長
久
手
市
） 

寄
付
金 

粕
谷
忠
弘
（
豊
田
市
） 

塚
本
隆
敏
（
み
よ
し
市
） 

有
限
会
社 

自
然
食

B
IO

 
B
IO

 
M

a
rt 

&
 

K
itch

en

（
名
古
屋
市
） 

株
式
会
社 

F
o
r N

a
tu

re

（
名
古
屋
市
） 

川
上
洋
右
（
豊
田
市
） 

オ
イ
ス
カ
豊
田
推
進
協
議
会
（
豊
田
市
） 

上
野
幸
三
（
名
古
屋
市
） 

近
藤
將
喬
（
豊
田
市
） 

公
益
財
団
法
人

S
O

M
P
O

環
境
財
団
（
東
京

都
） 

川
上
洋
正
（
三
重
県
名
張
市
） 

稲
垣
賢
治
（
刈
谷
市
） 

 

寄
付
品
（続
き
） 

小
林
ひ
ろ
み(

岡
崎
市) 

原
田
さ
え(

名
古
屋
市) 

勝
亦
章
雄(

豊
田
市) 

覚
勝
寺(

豊
田
市) 

オ
イ
ス
カ
四
国
研
修
セ
ン
タ
ー(

香
川
県) 

坂
下
瑞
萌
（
岡
崎
市
） 

ア
チ
ン
ダ(

名
古
屋
市) 

中
野
良
之(

静
岡
県
湖
西
市) 

 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

刈
谷
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー(

刈

谷
市) 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

岡
本
巧(

刈
谷
市) 

長
田
昭
吾(

安
城
市) 

 


